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〔
三
〕
中
原
区

１　

福
祉
・
医
療
施
設
の
整
備
を
す
す
め
る
。

ア　

い
ま
だ
不
足
し
て
い
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
小
規
模

特
養
ホ
ー
ム
、
小
規
模
多
機
能
型
介
護
施
設
を
区
内
で
も
あ

ら
ゆ
る
方
法
で
適
地
を
確
保
し
、
建
設
す
る
。
人
口
急
増
地

域
で
あ
る
丸
子
地
区
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す

る
。

イ　
「
保
育
園
に
入
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
区
内
保
護
者
か
ら

の
声
は
後
を
絶
た
な
い
。
認
可
保
育
園
の
増
設
を
す
す
め
る
。

ウ　

10
年
前
か
ら
住
民
が
要
望
し
て
い
る
今
井
中
学
校
地
域
の

老
人
い
こ
い
の
家
は
未
だ
に
未
設
置
と
な
っ
て
い
る
。「
機

能
重
視
」
の
考
え
方
で
転
換
し
た
で
は
市
民
は
納
得
で
き
な

い
。
敷
地
を
確
保
し
整
備
す
る
。

エ　

住
民
が
運
行
の
継
続
を
求
め
て
い
た
井
田
病
院
行
の
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
が
な
く
な
っ
た
為
、
新
た
小
型
バ
ス
を
活
用
し

て
、
住
宅
街
で
も
運
行
で
き
る
よ
う
新
路
線
を
設
け
る
。

２　

教
育
環
境
の
改
善
を
す
す
め
る
。

ア　

学
校
施
設
長
期
保
全
計
画
を
理
由
に
、
老
朽
化
等
に
よ
り

各
学
校
か
ら
出
て
い
る
補
修
な
ど
次
の
要
求
を
先
送
り
す
る

こ
と
な
く
早
急
に
対
応
す
る
こ
と
。

イ　

木
月
小
学
校
へ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
早
期
設
置
を
行
う

ウ　

給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
が
実
施
で
き
て
い
な
い
下
河

原
、
木
月
小
の
二
校
に
つ
い
て
、
実
施
で
き
る
よ
う
対
応
を

急
ぐ
。

エ　

未
だ
に
空
調
未
設
置
の
給
食
室
へ
の
空
調
設
置
を
急
ぐ
。

３　

毎
年
市
民
か
ら
陳
情
が
上
が
る
公
園
の
樹
木
の
剪
定
と
草
刈

り
、
多
摩
川
河
川
敷
の
草
刈
り
、
幹
線
道
路
の
街
路
樹
の
剪

定
、
歩
道
部
分
の
整
備
な
ど
定
期
的
に
行
な
う
。
河
川
敷
の
土

手
の
階
段
に
手
す
り
を
設
置
し
て
安
全
対
策
を
図
る
。

４　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
充
実
さ
せ
る
。

ア　

玉
川
地
区
な
ら
び
に
新
城
・
上
小
田
中
地
域
に
生
涯
学
習

活
動
と
市
民
活
動
の
拠
点
施
設
を
整
備
す
る
。
図
書
館
分
館

機
能
も
確
保
す
る
。

イ　

等
々
力
緑
地
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
用
い
た
整
備
計
画
が
す
す

め
ら
れ
る
方
針
だ
が
、
地
域
住
民
要
望
に
し
っ
か
り
応
え
て

い
く
。

①　

遅
れ
て
い
る
釣
り
池
の
し
ゅ
ん
せ
つ
を
検
討
段
階
か
ら

具
体
的
化
す
る
。
親
水
デ
ッ
キ
を
点
検
し
、
護
岸
と
合
わ

せ
整
備
、
蓮
池
を
配
置
す
る
。
稼
働
基
を
増
や
し
、
水
質

保
全
に
努
め
る
。

②　

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
整
備
の
候
補
地
と
し
て
検
討

す
る
。

③　

等
々
力
下
水
処
理
場
の
上
部
の
暫
定
利
用
は
、
市
民
が

憩
え
る
芝
生
の
多
目
的
広
場
に
整
備
す
る
。
ま
た
、
上
部

利
用
に
つ
い
て
は
再
度
、
関
係
団
体
等
を
含
め
て
協
議
を

行
な
い
、
少
年
野
球
場
や
パ
ー
ク
ボ
ー
ル
場
の
設
置
な
ど

の
具
体
的
な
設
置
計
画
を
急
ぐ
。
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④　

等
々
力
緑
地
内
の
樹
木
の
強
剪
定
は
行
わ
な
い
。

５　

交
通
安
全
対
策
を
強
め
、
道
路
の
改
修
を
す
す
め
る
。

①

区
内
の
交
通
事
故
多
発
地
域
を
総
点
検
し
、
交
通
安
全

対
策
を
確
立
す
る
。
消
え
か
か
っ
て
い
る
横
断
歩
道
、
停

止
線
の
白
線
は
特
に
通
学
路
は
優
先
的
に
整
備
す
る
。

②

多
摩
沿
線
道
路
の
信
号
機
、
横
断
歩
道
が
設
置
さ
れ
て

い
る
付
近
の
階
段
、
ス
ロ
ー
プ
を
整
備
す
る
。
ま
た
、
手

す
り
を
設
置
す
る
。

③

道
路
危
険
箇
所
を
総
点
検
し
、
夜
間
に
効
果
が
あ
る

ソ
ー
ラ
式
の
「
危
険
と
注
意
」
を
促
す
表
示
板
を
計
画
的

に
設
置
す
る
。

④

宮
内
交
差
点
歩
道
が
整
備
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
東
電
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
電
柱
が
歩
行
者
の
妨
げ
に
な
っ
て
危
険
で
あ

る
。
す
ぐ
に
電
柱
の
移
設
が
で
き
な
く
て
も
、
安
全
対
策

を
は
か
る
。

⑤

二
ヶ
領
用
水
（
西
下
橋
か
ら
高
津
方
面
）
の
歩
道
の
整

備
を
実
施
し
、
切
り
落
と
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
木
の

株
の
整
備
計
画
を
立
て
る
。

⑥

老
木
化
が
進
む
渋
川
沿
い
の
「
住
吉
ざ
く
ら
」
に
つ
い

て
、
地
域
町
内
会
、
住
吉
観
光
協
会
と
連
携
し
て
保
全
を

図
る
。

⑦

毎
年
南
武
沿
線
道
路
沿
い
の
街
路
樹
で
あ
る
ユ
リ
の
木

の
剪
定
回
数
を
増
や
す
。

⑧

武
蔵
新
城
か
ら
４
０
０
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
新
城
児
童
公

園
と
太
陽
幼
稚
園
を
横
断
す
る
双
方
の
交
差
点
に
音
声
信

号
機
・
シ
グ
ナ
ル
エ
イ
ド
を
設
置
す
る
た
め
に
必
要
な
待

機
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。

⑨

武
蔵
新
城
北
口
の
歩
道
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
整
備
さ
れ

た
。
Ｊ
Ｒ
に
交
渉
し
駅
ま
で
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
整
備
す
る
。

⑩

旧
総
合
自
治
会
館
か
ら
４
０
９
号
線
を
渡
る
人
が
多
い

た
め
、
横
断
歩
道
の
整
備
を
中
原
警
察
署
に
申
し
入
れ
る

と
と
も
に
安
全
対
策
を
検
討
す
る
。

⑪

中
原
小
学
校
付
近
の
府
中
街
道
歩
道
（
小
杉
方
面
）
が

狭
く
、
電
信
柱
が
あ
り
車
イ
ス
等
が
通
れ
な
い
。
電
柱
の

移
動
、
無
電
中
化
等
、
安
全
対
策
を
図
る
。

６　

下
水
道
整
備
、
水
路
対
策
を
は
か
る
。

①　

下
水
道
整
備
完
了
地
域
の
Ｌ
型
側
溝
整
備
を
積
極
的
に

推
進
す
る
。

②　

２
０
２
５
年
９
月
11
日
の
短
時
間
大
雨
時
、
矢
上
川
の

水
位
が
上
昇
し
溢
水
、
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
。
矢
上
川

の
河
川
管
理
道
路
に
雨
水
貯
留
管
、
下
水
本
管
敷
設
を
急

ぎ
、
水
洗
化
を
促
進
す
る
。

③　

既
設
側
溝
の
不
完
全
な
箇
所
は
蓋
か
け
を
し
、
早
急
に

改
良
す
る
。
側
溝
は
定
期
的
に
清
掃
し
、
老
朽
化
の
は
げ

し
い
側
溝
に
つ
い
て
は
改
修
す
る
。

④　

台
風
19
号
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
下
沼
部
、

上
丸
子
山
王
町
地
域
に
お
い
て
バ
イ
パ
ス
菅
の
整
備
が
示

さ
れ
た
が
、
抜
本
的
な
対
策
と
な
る
ポ
ン
プ
ゲ
ー
ト
の
設

置
等
、
更
な
る
対
策
の
具
体
化
を
急
ぐ
。

⑤　

下
小
田
中
四
丁
目
ア
ッ
プ
ル
ベ
ビ
ー
ル
ー
ム
前
の
側
溝
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を
整
備
し
Ｌ
型
側
溝
に
改
修
す
る
（
蓋
の
穴
を
繰
り
返
し

補
修
し
て
い
る
）

７　

交
通
空
白
地
域
を
な
く
す
。

ア　

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
を
ア
ク
セ
ス
し
、
下
小
田
中
地
域
を

通
っ
て
武
蔵
小
杉
駅
な
ど
の
主
要
駅
ま
で
を
結
ぶ
小
型
バ

ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
を
新
設
す
る
。

イ　

小
杉
陣
屋
町
、
木
月
四
丁
目
、
井
田
三
舞
町
、
井
田
杉
山

町
、
下
小
田
中
三
丁
目
、
下
小
田
中
六
丁
目
、
及
び
井
田
病

院
周
辺
地
域
に
は
、
路
線
を
新
設
す
る
。
小
型
バ
ス
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
導
入
す
る
。

ウ　

宮
内
新
横
浜
線
を
利
用
し
て
溝
の
口
・
新
城
・
小
杉
駅
バ

ス
路
線
を
新
設
す
る
。

エ　

中
原
62
系
統
は
朝
の
３
便
と
な
っ
て
い
る
。
日
中
の
時
間

帯
も
運
行
す
る
よ
う
、
臨
港
バ
ス
に
要
望
す
る
。

オ　

２
０
２
０
年
７
月
以
降
、
平
日
26
便
か
ら
３
便
に
大
幅
減

便
さ
れ
た
臨
港
バ
ス
「
川
60
系
統
」
の
増
便
を
臨
港
バ
ス
に

要
望
す
る
。

８　

南
武
線
及
び
Ｊ
Ｒ
線
、
東
急
線
関
連
で
は
、
次
の
施
策
を
す

す
め
る
。

ア　
Ｊ
Ｒ
南
武
線
は
車
両
の
増
車
を
す
す
め
る
。

イ　

横
須
賀
線
ホ
ー
ム
は
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
を
急
ぐ
。

ウ　

南
武
線
立
体
交
差
事
業
の
高
架
下
の
活
用
は
市
民
の
た
め

の
施
設
を
最
大
限
確
保
す
る
よ
う
引
き
続
き
努
力
す
る
。

エ　

御
幸
踏
切
よ
り
南
側
、
新
川
崎
方
面
へ
向
か
う
横
須
賀
線

が
高
架
を
下
る
際
の
騒
音
が
大
き
い
た
め
対
策
を
講
じ
る
。

オ　

御
幸
踏
切
は
相
変
わ
ら
ず
遮
断
時
間
が
長
い
。
エ
レ
ベ
ー

タ
設
置
を
検
討
す
る
。

カ　

平
間
駅
前
踏
切
付
近
の
拡
幅
等
、
更
な
る
安
全
対
策
を
急

ぐ
。

キ　

国
か
ら
指
定
を
受
け
た
平
間
駅
前
、
向
河
原
駅
前
踏
切
に

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
す
る
よ
う
Ｊ
Ｒ
へ
求
め
る
。

ク　

小
杉
駅
綱
島
街
道
改
札
の
営
業
時
間
を
朝
６
時
か
ら
と
す

る
よ
う
Ｊ
Ｒ
に
要
請
す
る
。

９　

住
み
よ
い
市
民
本
位
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
。

ア　

武
蔵
小
杉
駅
周
辺
は
人
口
増
加
が
著
し
い
に
も
関
わ
ら

ず
、
緑
地
の
確
保
は
桁
違
い
に
遅
れ
て
い
る
。
上
丸
子
小
学

校
区
な
ど
、
中
原
区
で
公
園
の
優
先
配
置
地
区
に
な
っ
て
い

る
７
地
区
に
つ
い
て
、
土
地
の
買
収
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
法
で

公
園
の
設
置
を
す
す
め
る
。

イ　

二
ヶ
領
用
水
の
清
流
化
を
促
進
し
、
清
掃
と
し
ゅ
ん
せ

つ
、
定
期
的
に
維
持
用
水
を
放
流
し
、
水
質
浄
化
を
は
か

る
。
親
水
化
未
整
備
地
域
は
年
次
計
画
を
立
て
て
完
成
を
急

ぐ
。
河
川
の
清
掃
、
護
岸
、
沿
道
の
草
刈
り
を
定
期
的
に
行

う
。

ウ　

渋
川
の
整
備
・
親
水
化
を
地
元
住
民
と
協
議
し
て
す
す
め

る
。
当
面
、
カ
ル
ガ
モ
や
動
植
物
の
生
態
系
を
確
保
し
な
が

ら
、
定
期
的
に
清
掃
・
雑
草
刈
り
の
作
業
を
行
な
う
。
渋
川

の
親
水
化
整
備
に
伴
い
、
清
流
を
活
か
し
た
教
育
用
の
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
水
力
発
電
整
備
を
す
す
め
る
。

エ　

井
田
・
市
営
バ
ス
営
業
所
は
、
公
共
施
設
の
併
設
な
ど
有
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効
活
用
を
は
か
る
。

オ　

こ
の
間
の
武
蔵
小
杉
周
辺
再
開
発
・
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
で
は
以
下
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

①

再
開
発
が
す
す
む
小
杉
駅
周
辺
は
人
流
の
増
加
が
続
く

が
、
信
号
機
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
横
断
歩
道
が
多
い
。

適
切
な
信
号
設
置
を
交
通
管
理
者
に
求
め
る
。

②

超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
防
災
対
策
を
具
体
化
す
る
。

③

人
口
の
急
増
に
見
合
う
こ
の
周
辺
の
文
化
施
設
が
あ
ま

り
に
も
貧
弱
で
す
。
小
規
模
な
音
楽
ホ
ー
ル
、
映
画
館
を

事
業
者
と
も
協
議
し
て
、
区
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
文

化
施
設
を
整
備
す
る
。

⑤

小
杉
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
責
任
を
も
つ
行
政
の
窓
口

を
明
確
に
し
、
再
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
川
崎
市
の
考
え

方
を
丁
寧
に
説
明
し
、
住
民
の
意
見
を
積
極
的
に
聴
取

し
、
そ
の
内
容
を
計
画
に
反
映
す
る
よ
う
事
業
者
に
指
導

し
、
そ
の
内
容
含
め
て
住
民
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

⑥

風
害
に
つ
い
て
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
を
誘
致
し
て
き

た
川
崎
市
が
責
任
を
も
っ
て
対
応
す
る
こ
と
。

⑦

今
後
も
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
計
画
さ
れ
、
小
杉

周
辺
は
超
過
密
都
市
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
住
宅
地
へ

の
建
設
は
風
害
、
複
合
日
影
、
交
通
渋
滞
な
ど
、
重
大
な

環
境
破
壊
を
引
き
起
こ
す
。
日
本
全
体
は
急
激
な
人
口
減

少
時
代
を
迎
え
、
川
崎
市
も
２
０
３
０
年
を
境
に
少
子
化

時
代
を
迎
え
る
。
50
年
、
１
０
０
年
先
の
ま
ち
づ
く
り
、

人
口
減
少
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
人
間
が
大
切
に
さ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
。
高
度
経
済
成
長
期
の

規
制
緩
和
の
都
市
再
生
の
手
法
で
あ
る
小
杉
駅
周
辺
再
開

発
の
や
り
方
を
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
。
地
元
の
意
見
要

望
を
ま
っ
た
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
市

が
住
民
の
立
場
に
た
っ
て
、
地
元
の
意
見
要
望
が
取
り
入

れ
ら
れ
る
指
導
を
重
ね
て
い
く
。

駅
か
ら
区
役
所
へ
向
か
う
交
差
点
（
角
に
王
将
あ
り
）
に

音
声
付
信
号
機
を
設
置
し
て
ほ
し
い

カ　

井
田
山
、
伊
勢
山
台
な
ど
、
区
内
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
斜

面
緑
地
を
保
全
す
る
た
め
、
積
極
的
に
買
収
、
保
全
協
定
締

結
な
ど
の
措
置
を
と
る
。
特
に
、
開
発
が
頓
挫
し
て
い
る
斜

面
緑
地
へ
の
対
策
を
急
ぐ
。

キ　

江
川
の
せ
せ
ら
ぎ
水
路
整
備
事
業
、
井
田
山
緑
地
を
含
む

区
民
の
健
康
の
森
に
か
か
わ
る
維
持
管
理
計
画
を
作
成
し
、

行
政
の
責
任
を
明
確
に
し
、
住
民
の
意
見
を
反
映
し
た
十
分

な
財
源
措
置
を
は
か
る
。
江
川
せ
せ
ら
ぎ
の
藻
の
発
生
・
悪

臭
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
、
抜
本
的
に
水
質
改
善
を
は
か
る
。

ク　

第
三
京
浜
の
高
架
下
（
中
原
区
内
に
隣
接
す
る
区
間
を
含

め
て
）の
騒
音
・
大
気
汚
染
な
ど
の
抜
本
対
策
を
お
こ
な
う
。

ケ　

河
川
敷
の
上
平
間
サ
ッ
カ
ー
場
に
排
水
管
を
敷
設
し
、
水

は
け
を
良
く
す
る
よ
う
国
土
交
通
省
に
働
き
か
け
、
実
現
す

る
。

コ　

時
計
が
未
整
備
と
な
っ
て
い
る
公
園
に
つ
い
て
は
、
計
画

的
に
整
備
を
す
す
め
る
。
公
園
に
ト
イ
レ
の
増
設
を
す
す
め

る
。
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サ　

宮
内
新
横
浜
線
整
備
に
よ
っ
て
立
退
き
を
は
じ
め
影
響
を

受
け
る
住
民
や
事
業
者
に
対
し
て
は
意
見
や
要
望
を
積
極
的

に
聞
き
入
れ
て
、
誠
意
を
も
っ
て
対
応
す
る
。

シ　

雨
水
工
事
を
き
っ
か
け
に
、
短
期
間
に
３
度
の
地
盤
沈
下

を
お
こ
し
て
い
る
新
城
地
域
の
地
盤
（
地
質
）
調
査
を
行
な

う
。

ス　

旧
総
合
自
治
会
館
周
辺
中
心
に
二
カ
領
用
水
・
渋
川
桜
並

木
の
植
え
替
え
計
画
を
、
住
民
と
と
も
に
進
め
る
。

セ　

武
蔵
新
城
、
向
河
原
、
平
間
、
元
住
吉
駅
に
も
市
立
図
書

館
の
返
却
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
。

ソ　

大
型
物
流
倉
庫
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
西
加
瀬
三
菱
ふ

そ
う
跡
地
再
開
発
に
つ
い
て
住
環
境
に
大
き
く
影
響
が
出
る

近
隣
住
民
の
要
望
を
聞
き
取
り
、
事
業
者
と
の
調
整
、
指
導

を
行
う
。

タ　

平
間
公
園
の
水
は
け
の
悪
さ
を
改
善
す
る
。




